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資料へのアクセス

•資料は、大学ＨＰから閲覧できます。

•パソコンの場合
• 大学HP⇒右上「学生専用」

• 大学HP⇒上「学生生活」

• 大学HP⇒右「在学生の方」

•スマホの場合
• 大学HP右上「三本線メニュー」⇒「学生生活」

• 大学HP右上「三本線メニュー」⇒「学生専用」

• 大学HP右上「三本線メニュー」⇒「在学生の方」



今日の話の内容

•履修の手引き

•各種認定プログラム

•特に注意すべきこと

•その他



履修の手引き
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標準的な履修モデル
（2026年度以降入学・教職課程を除く）



履修登録に必要なもの

「履修の手引き」
• 専門教育科目の履修について

• 「経済学部専門教育の履修」を読むこと

• 学科別カリキュラム表（入学年度に注意）

時間割：「令和８年度前期時間割」
• 「本学トップページ」⇒「学生生活」⇒「令和８年度前期時間割」

• 修正があると随時更新される。大学HPから確認してください

シラバス（授業内容一覧）
• 授業の内容について

• 「本学トップページ」⇒「学生生活」⇒「シラバス（授業内容一覧）」

• 対象学年、キーワード検索などもできる



卒業に必要な最低修得単位総数：134
（2025年度以降入学）

一般教育科目の最低修得単位数 40単位

必修科目（16単位）
① 導入教育 （前期）導入ゼミナール （後期）教養ゼミナール
② 英語   （前期）Ａ・Ｂ （後期）Ｃ・Ｄ
③ 情報系科目 （前期）ICTリテラシー  （後期）情報科学

選択科目
① 必修以外の英語、第２外国語
② 必修以外の情報系科目
③ 体育
④ 人文・自然・社会科学等の講義科目

一般教育科目でも専門教育科目でもどちらでも可（16単位）



卒業に必要な最低修得単位総数：134

専門教育科目の最低修得単位数 78単位

専門科目（68単位） 大文字のＥ／Ｂ 
① 必修科目★（すべての科目の修得が必要）

経済学科24単位 経営学科18単位
② 選択必修科目●（科目群から所定の単位の修得が必要）
 経済学科12単位 経営学科16単位
③ 選択科目

専門関連科目（10単位） 小文字のｅ／ｂ
 相手先学科のみにある専門科目

一般教育科目でも専門教育科目でもどちらでも可（16単位）



時間割等の記号の見方

【Point】

  ① 配当年次は何年生か （ⅰ、ⅱ、ⅲ、ⅳ）

  ② 専門科目か専門関連科目か（経済学科E/e, 経営学科B/b）

  ③ 必修★か、選択必修●か、選択（マークなし）か
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↑
1年生配当

「経営学総論 I」 ⅰＥＢ★ …1年生配当・経済学科専門(非必修)・経営学科専門必修

「経済政策」 ⅱＥ●b …2年生配当・経済学科専門・選択必修・経営学科専門関連

「マクロ経済学 I」 i E★B●

時間割の記載例） 経済学科・専門・必修
↓

↑
経営学科・専門・選択必修



時間割の作り方

1. 一般教育科目の必修科目を埋める
導入ゼミナール、英語A/B、ICTリテラシー

2. 専門科目の「必修科目★」のコマを埋める

3. 「教育職員養成課程」の科目をとる場合は、該当する時間を
埋める

4. 専門科目の「選択必修科目●」などのコマを埋める

5. 一般教育科目、専門関連科目から選択する

【注意】1年間に履修登録できる単位数は50単位未満（CAP制） 
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４年間で卒業するための
授業選択の目安

1. 必修科目（★）は最優先

2. 選択必修科目（●）はできるだけ優先

3. ２年生までは一般教育科目（40単位）を優先

4. 履修単位数を半期24単位ぐらいにする
• 追加でCAP制に含まれない集中講義を履修する

•注意
• １年生は選択の余地があまりない

• 油断すると単位を落とすことになる

• （話を聞かずに）単位数を揃えるだけでは卒業できない



時間割と空き時間

•講義は週12コマ、一日なら2・3コマ
• 高校までと違う

• 勉強しないと単位がとれない

• 2025年度から一般教育科目は新カリキュラム
• 卒業に必要な講義数が減少

• 特に1・2年生
• 空き時間の増加

• 各講義の学修量の増加

• 上級生の「アドバイス」に注意

•増えた空き時間をどう活用するか
• 自習（予習・復習・課題）をしっかりする

• 大学生活を充実させる



経済学科１年生が履修できる
専門科目

科目 分類 記号 学期 時間割

マクロ経済学Ⅰ 必修 ⅰＥ★Ｂ● 前期 月１限

マクロ経済学Ⅱ 必修 ⅰＥ★Ｂ● 後期 月１限

ミクロ経済学Ⅰ 必修 ⅰＥ★Ｂ● 前期 金１限

ミクロ経済学Ⅱ 必修 ⅰＥ★Ｂ● 後期 金１限

統計学 選択必修 ⅰＥ●Ｂ● 前期 月５限

経済数学 選択 ⅰＥ ｂ 前期 金２限

西洋経済史（奇数年） 選択 ⅰＥ ｂ － －

経営学総論Ⅰ 選択 ⅰＥ Ｂ★ 前期 月４限

経営学総論Ⅱ 選択 ⅰＥ Ｂ● 後期 月４限

企業論 選択 ⅰＥ Ｂ● 通年 木１限（後期は火１限）

簿記原理 選択 ⅰＥ Ｂ● 前期 金３・４限



経営学科１年生が履修できる
専門科目

科目 分類 記号 学期 時間割

経営学総論Ⅰ 必修 ⅰＥ Ｂ★ 前期 月４限

経営学総論Ⅱ 選択必修 ⅰＥ Ｂ● 後期 月４限

企業論 選択必修 ⅰＥ Ｂ● 通年 木１限（後期は火１限）

マクロ経済学Ⅰ 選択必修 ⅰＥ★Ｂ● 前期 月１限

マクロ経済学Ⅱ 選択必修 ⅰＥ★Ｂ● 後期 月１限

ミクロ経済学Ⅰ 選択必修 ⅰＥ★Ｂ● 前期 金１限

ミクロ経済学Ⅱ 選択必修 ⅰＥ★Ｂ● 後期 金１限

統計学 選択必修 ⅰＥ●Ｂ● 前期 月５限

簿記原理 選択必修 ⅰＥ Ｂ● 前期 金３・４限

簿記論Ⅰ 選択 ⅰｅ Ｂ 後期 月２限

西洋経営史（偶数年） 選択 ⅰｅ Ｂ 前期 集中講義



１年生が履修できる
専門関連科目

学科共通 分類 記号 学期 時間割

キャリアデザイン概論Ⅰ 選択 ⅰｅｂ 前期 月３限または５限

キャリアデザイン概論Ⅱ 選択 ⅰｅｂ 後期 月５限

キャリアデザイン特論 選択 ⅱｅｂ 前期 水３限

経済学科 分類 記号 学期 時間割

西洋経営史（偶数年） 選択 ⅰｅＢ 前期 集中講義

簿記論Ⅰ 選択 ⅰｅＢ 後期 月２限

経営学科 分類 記号 学期 時間割

西洋経済史（奇数年） 選択 ⅰＥｂ － －

経済数学 選択 ⅰＥｂ 前期 金２限



１・２年生向け おすすめ科目

一般教育科目 分類 記号 学期 時間割

経済学 選択 前期 木１限

経営学 選択 前期 水１限

データサイエンス基礎 選択 後期 水４限、金２・３限

専門関連科目 分類 記号 学期 時間割

キャリアデザイン概論Ⅰ 選択 ⅰｅｂ 前期 月３限または５限

キャリアデザイン概論Ⅱ 選択 ⅰｅｂ 後期 月５限

キャリアデザイン特論 選択 ⅱｅｂ 前期 水３限

専門科目 分類 記号 学期 時間割

特別企画講座Ａ 選択 ⅰＥＢ 前期 水４限

経済学・経営学特講Ｃ
（行政のリアル）

選択 ⅱＥＢ 前期集中 コース制



履修登録期間

• 4月8日（水）8時30分～4月21日（火）13時
• アオッサ開講科目、地（知）の拠点科目は4月13日（月）13時まで

• 4月1３日（月）13時～1５日（水）17時まで履修登録ができません。

•注意！
• 「入力内容を確認する」⇒「この内容を登録する」
⇒「登録完了」にすること

• 一般教育科目の抽選について
• 事前抽選は「福井を学ぶ」のみ。

• 受講希望者数が定員より多い場合、各授業の中で抽選が行われます。



履修登録の確認

•履修登録確認期間
• 4月22日（水）13時～4月28日（火）13時

• 必ず出力（できれば印刷）し、確認（必要があれば修正）

• 修正は、印刷した確認表に修正内容を書き込んで教育推進課に申請

•必ず確認してください。

•毎年、履修登録した「つもり」で登録出来ていない学生がい
ます。

•確認期間後はいかなる理由でも一切修正はできません。



GPA(Grade Point Average)とは

•履修登録した成績評価の平均値
• 履修登録した科目が対象（単位を修得できなかった科目を含む）

• 成績通知書(学期GPA、年度GPA、通算GPA）

• 計算式：（各履修科目のGP×単位数）の総合計／履修登録した単位数

• くわしくは「履修の手引き」参照

•目的
• 学生の履修指導や学習支援

• 「修学支援制度」などの成績要件の判定基準に利用

•注意
• 高等教育の修学支援制度等で成績要件の判断基準となる

• 履修登録した科目で単位を落とすとGPAが下がる
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教科書販売

• 4月8日（水）8時半～17時

• 4月9日（木）8時半～1６時

•場所：学生会館ホール（売店横のロビー）

•上記販売日以降は売店で購入



CAP制※4年生は除く

•履修登録できる単位は1年間で50単位未満
• 集中講義の科目は除く

• 卒業要件に含まない科目（教育職員養成課程のみなど）は除く

• 4年生は除く

•半期で20単位程度、1年間で40単位程度を目指すとよい

•学修時間とは：講義15時間＋自習時間30時間
• 1単位の講義につき45時間の学修時間を確保する必要があるため

• 予習、復習、課題の時間も考慮して計画的に履修
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対面授業と遠隔授業

•講義は原則として対面授業
• シラバス・時間割で確認すること

• 気象警報発令時、感染症の発生時等、遠隔授業となることがある

•遠隔講義の時間割記載例
• 【遠隔】 半分以上を遠隔で実施

• 【遠隔H】対面授業と同時にZoom等の遠隔授業を実施

•遠隔講義の単位数制限
• 遠隔講義の単位が60単位（程度）を超えると、超えた単位が卒業
要件の単位に含まれない
• 履修は60単位を超えても良い

• 計画的に履修すること。遠隔講義ばかり選んで登録しないように。

• 遠隔授業の科目名は、大学HPに掲載される。各自で計算・管理すること
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授業科目名 担当教員(例) 教室

文化【遠隔】 田中 (L107)

法律【遠隔H】 山本 L108

時間割記載例



Google Classroom と
Zoom部屋番号

• Google Classroom（GC）
• 対面講義・遠隔講義にかかわらず Google Classroom を使うか確認

• 利用する講義は事前に登録しておく

• 対面講義でも、緊急時などで Zoom を使うことがある

• Web時間割から確認する
• 「本学トップページ」⇒「学生専用」⇒「令和8年度遠隔授業」
⇒「Web時間割はこちら」

• Google ClassroomのクラスコードとZoom部屋番号が記載されてい
る



特に注意すべきこと



2026年度
注意が必要な科目

•キャリアデザイン概論Ⅰ・Ⅱ、特論
• 来年度以降の開講は未定

•キャリアデザイン特論
• 本来は2年生配当科目ですが、2026年度は1年生も受講できます。

•特別企画講座、経済学/経営学特講
• 毎年開講されるとは限らない

• 関心のある講義は早めに履修する



専門・必修科目
注意が必要な事項

• 2026年度入学生
「演習Ⅰ、演習Ⅱ、卒業研究」と「研究論文」
• 必修科目「演習Ⅰ、演習Ⅱ、卒業論文」の扱いが変更されました。
• 必修科目「卒業論文」が「卒業研究」になりました。
• 選択科目「研究論文」が新設されました。
• 2025年度以前入学生の「1.5倍ルール」はなくなりました。

• 2025年度以前入学生
• 経過措置として選択科目「経済学特講（卒業研究Ⅰ・Ⅱ）」または
「経営学特講（卒業研究Ⅰ・Ⅱ）」を履修できる（4年次後期に履修登
録）。

•科目対照表
• 新カリキュラムの科目について各自で履修できるか確認してください。
• 専門科目・専門関連科目など、時間割と異なる場合がある。



演習科目の申込について
（２年生向け）

•必修科目
• 申込が必要です

• 大学からのお知らせ・つぐみ掲示板に注意

•外書講読
• 前期（７月）に申込・抽選

• 後期履修（火３限目または木３限目）

•演習Ⅰ
• 後期（11月）に申込・選考

• 申し込みの前に説明期間がある

• ３年次履修（火４限目または木４限目）



卒業論文・卒業研究の登録について
（４年生向け）

•「卒業論文」・「卒業研究」は後期「集中講義」としての登
録となります。
• 各指導教員名の卒業論文を履修登録してください。

•履修登録がなされていないと、卒業論文を執筆、卒業研究を
実施しても単位はつかないので、注意してください。

•過去に休学していた等により卒業が半期遅れる予定の場合で
も「卒業論文」・「卒業研究」は、後期の履修登録で登録し
ておく必要があります。

•詳しくは指導教員に相談してください。



不正行為について

•不正行為とは
• 試験中のカンニング、持ち込み禁止物の持ち込み・利用

• 資料の丸写し、他人のレポートの丸写し、AIを不適切に利用したレ
ポート

• その他、各教員が不正と見なす行為

•粛々と処分される
• 情状酌量はされない

• 一般教育科目での不正
→ その学期の一般教育科目の単位が０になる

• 専門教育科目での不正
→ その学期の一般教育科目、専門教育科目の両方の単位が０になる



認定プログラム



コース制

•経済学部独自のプログラム
• 理論をベースにした基礎力の向上
• 基礎力を応用した課題解決能力の向上

•コースの種類
• データ利活用コース（DUコース）
• フィールドワークコース（FWコース）

•プログラムの認定要件
• コースに応じた指定科目を履修する
• コースで取り組んだ課題・学びの成果報告をする

• 指定科目など、コース・年度によって異なるので注意

•定員・選考
• 定員は各コース20名
• 希望者が多数の場合、2年次前期までの全教科の平均点で選考
• 所属学科とは関係なく、どちらのコースも選択可（重複は不可）



コース制のスケジュール

• 3年次終了までに指定科目から16単位を修得する

• 2年次後期（演習Ⅰ申し込み時期と同じ時期）に申し込む

•コースの学びに関する成果報告をする

1年次

← 対象科目履修期間 →

2年次 3年次 4年次

申し込み 成果報告
＆認定

認定書
授与



オナーズプログラム

•学習意欲を高め、より深い専門知識を有する人材を養成する
ための、福井県立大学独自のプログラム
• オナーズプログラムが定める科目を履修

• 平均点が80点以上

• 「オナーズプログラム履修証書」を授与

• 2年次の3月に申請書を提出

•くわしくは「履修の手引き」→「履修関係規程」
→「オナーズプログラム規程」を参照



ふくい地域創生士

•県内５大学共通の認定制度。3年次の2月に決定。
• 地域を学び、地域に貢献できる人材であることを認定する制度

• 3年次の10月に申請書を提出
• 【メリット1】県内の就職活動に活用できる

• 【メリット2】ふくい地域創生アワードの候補者になれる

•認定基準
• コース制を選択するか、地域志向科目を12単位以上取得

• ３年前期終了時の成績が原則上位1/2以内
• （地域や大学で意欲的な活動を行つた場合は若干の考慮有）

• 地域貢献活動、県内企業等でのインターンシップ等への参加

基準は変更されることがあります
詳しくは掲示を確認して下さい



その他



公欠制度

特定の理由がある場合に、欠席扱いにならない制度

•公欠となる理由
• 忌引き
• 感染症による出席停止(*)
• 裁判員として職務に従事する場合
• その他学長が特に必要と認める場合

•公欠届と証明書類等を教育推進課に提出
※ 公欠届の様式など詳しくは下記サイトを確認
トップ⇒学生専用⇒公欠制度について
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＊インフルエンザ、新型コロナ、その他感染症に感染した場合は、まず保健管
理室に連絡・相談してください
感染時 トップ⇒学生専用⇒インフルエンザ・新型コロナ・その他の感染症に感染

したら、まず保健管理室へ連絡を！

その他 トップ⇒学生生活⇒大学へ緊急の連絡をしたいときは/急な病気！どこへ
行ったらいい？



追試験

病気その他やむを得ない事由により試験を受けることができな
かった学生は、担当教員の了解を得た上で、学部長の承認を得て
追試験を受けることができる（学則第13条）

1. すみやかに担当教員に連絡・追試験の依頼をする
（許可はまだ出ていない）

2. 試験終了後1週間以内に学生カウンターから学部長に申請する
• 追試験願いに診断書・理由書を付すること

3. 学部長が許可

4. 事務より追試験について連絡



就職活動に向けて

•卒業見込証明書
• 就職内定先から提出を求められることがある。
• 卒業を確約するものではない。
• 提出しなくても問題はない。

•卒業見込証明書を「発行」するには
• 「3年生後期終了時点」で総単位数が100単位以上必要
• 「4年生前期終了時点」で100単位になっても発行できない
• 自動発行機で発行

• 100単位未満の場合、条件を満せば発行できることがある
• 100単位までの不足がわずか
• 相談担当教員と学修計画を検討
• 相談担当教員が許可



大学院
推薦入試と早期履修制度

•【推薦入試制度】
• 本学の大学院進学希望者は、第1次入学試験(9月頃)において、３
年生後期までの成績で上位２の１以上であれば学科試験を免除。

• 第2次入学試験(1月頃）においては、4年生前期までの成績要件で
免除。

詳しくは トップ⇒入試情報⇒大学院募集(6月以降に公表予定)

•【早期履修制度】
• 本学の大学院への進学を志望する学部生は、大学院の授業科目を
学部生の間に履修可能

• 学部3年次以上で大学院の単位を10単位の範囲内で履修可能

詳しくは トップ⇒学生専用⇒早期履修制度について
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経済学部公式SNSやってます
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みなさんの活躍がアップされます！

ぜひご家族にもフォローしてもらってください

Instagram ↑ https://www.instagram.com/fpu_economics/

X  https://x.com/fpu_economics

↓

https://www.instagram.com/fpu_economics/
https://x.com/fpu_economics
https://www.instagram.com/fpu_economics/
https://x.com/fpu_economics

	スライド 1: 2026年度 前期オリエンテーション 専門教育ガイダンス
	スライド 2: 資料へのアクセス
	スライド 3: 今日の話の内容
	スライド 4: 履修の手引き
	スライド 5: 標準的な履修モデル （2026年度以降入学・教職課程を除く）
	スライド 6: 履修登録に必要なもの
	スライド 7: 卒業に必要な最低修得単位総数：134 （2025年度以降入学）
	スライド 8: 卒業に必要な最低修得単位総数：134
	スライド 9: 時間割等の記号の見方
	スライド 10: 時間割の作り方
	スライド 11: ４年間で卒業するための 授業選択の目安
	スライド 12: 時間割と空き時間
	スライド 13: 経済学科１年生が履修できる 専門科目
	スライド 14: 経営学科１年生が履修できる 専門科目
	スライド 15: １年生が履修できる 専門関連科目
	スライド 16: １・２年生向け　おすすめ科目
	スライド 17: 履修登録期間
	スライド 18: 履修登録の確認
	スライド 19: GPA(Grade Point Average)とは
	スライド 20: 教科書販売
	スライド 21: CAP制 ※4年生は除く
	スライド 22: 対面授業と遠隔授業
	スライド 23: Google Classroom と Zoom部屋番号
	スライド 24: 特に注意すべきこと
	スライド 25: 2026年度 注意が必要な科目
	スライド 26: 専門・必修科目 注意が必要な事項
	スライド 27: 演習科目の申込について （２年生向け）
	スライド 28: 卒業論文・卒業研究の登録について （４年生向け）
	スライド 29: 不正行為について
	スライド 30: 認定プログラム
	スライド 31: コース制
	スライド 32: コース制のスケジュール
	スライド 33: オナーズプログラム
	スライド 34: ふくい地域創生士
	スライド 35: その他
	スライド 36: 公欠制度
	スライド 37: 追試験
	スライド 38: 就職活動に向けて
	スライド 39: 大学院 推薦入試と早期履修制度
	スライド 40: 経済学部公式SNSやってます

